
厚木市道路占用掘削工事における路面復旧面積の算出基準 

 

（趣旨） 

第１条 この基準は、厚木市の管理する道路における占用掘削工事について、路面復旧

面積の算出方法を定めるものとする。 

（道路横断方向の復旧幅） 

第２条 道路横断方向の復旧幅については、掘削の深さに応じて定めた別表第１の影響

幅を、掘削幅に加えた延長とする。ただし、最小復旧幅は、1.4メートルとする。 

（道路縦断方向の復旧幅） 

第３条 道路縦断方向の復旧幅については、最小0.3メートルの影響を基点とし、別表

第２のとおりとする。ただし、最小復旧幅は、1.2メートルとする。 

（交差点内の復旧） 

第４条 交差点内の復旧については、隅切り部を含む区域の全面的な復旧を原則とする

が、舗装幅員の中心を基点に４分割に区分し、第２条及び第３条の規定により算出し

た復旧区域で影響がある区画を復旧範囲とすることができる。 

（その他留意事項） 

第５条 次に該当する場合の復旧面積の算出については、第２条から第４条までの規定

に加え、次のとおりとする。 

 (1) 復旧面積を算出した区域の周囲１メートル以内に既設カッター線及び絶縁線のあ

る場合は、復旧区域に含め一括復旧すること。 

(2) 同一申請（者）の複数の掘削箇所が隣接する場合で、その復旧区域間の延長が２

メートル以内であるときは、復旧区域に含め一括復旧すること。 

 (3) 既存のマンホール端から、道路横断方向掘削ラインが0.7メートル以内となる場

合、又は復旧ラインが0.3メートル以内となる場合は、マンホール周囲を0.3メー

トル幅の方形で取り込んで復旧すること。ただし、固定蓋マンホール及び縦断掘削

ラインにかかる部分はこの限りでない。 

（適用除外） 

第６条 次に該当する場合はこの基準を適用せず、個別に復旧面積を算出するものとす

る。 

 (1) この基準によらない方が路面の保全につながることが明らかな場合 

 (2) この基準では十分な路面の保全ができないと道路管理者が判断した場合 

 (3) 道路使用許可申請で特別な指導があった場合 

 

   附 則 

 この基準は、平成12年５月１日から施行する。 

   附 則 

 この基準は、平成20年４月１日から施行する。 

 



別表第１（第２条関係） 

 道路横断方向の復旧幅 

掘削の深さ 
簡易舗装（厚さ5cm以下） 

片側影響幅 

高級舗装（厚さ5cm超） 

片側影響幅 

1.4ｍ未満 40ｃｍ 60ｃｍ 

2.1ｍ未満 50ｃｍ 70ｃｍ 

3.0ｍ未満 70ｃｍ 90ｃｍ 

3.0ｍ以上 100ｃｍ以上 120ｃｍ以上 

   

路盤影響幅 20ｃｍ 30ｃｍ 

 備考 １ 復旧幅＝（掘削幅）＋（片側影響幅×２） 

２ 最小復旧幅は、1.4メートルとする。 

 

別表第２（第３条関係） 

 道路縦断方向の復旧幅 

復旧幅 適用 

全幅 

基点の位置が舗装幅員の半分（センターライン）を超えるとき。た

だし、センターラインのある場合、又は舗装幅員 4.8ｍ以上である

場合は、４分の３を超えるとき。 

半幅 

基点の位置が舗装幅員の半分（センターライン）以内であるとき。

ただし、センターラインのある場合、又は舗装幅員 4.8ｍ以上であ

る場合は、４分の１を超えるとき。 

４分の１幅 

センターラインのある場合、又は舗装幅員が 4.8ｍ以上である場合

で、基点の位置が舗装幅員の４分の１以内であるときに適用するこ

とができる。 

４分の３幅 

センターラインのある場合、又は舗装幅員が 4.8ｍ以上である場合

で、基点の位置が舗装幅員の半分（センターライン）を超え４分の

３以内であるときに適用することができる。 

路盤影響幅 
横断方向と同様とする。ただし高級舗装で復旧幅と差がないとき

は、路盤の影響幅を減じて10ｃｍの差をつけるものとする。 

 備考 １ 最小復旧幅は、1.2メートルとする。 

    ２ 歩道の復旧にあっては、舗装幅員にかかわらず全幅復旧とする 


